
Jアラートを
すべての方に

Jアラートの発信をトリガーに
「NHK総合」を自動起動させる実証実験

Ｊアラート*とは
弾道ミサイル攻撃に関する
情報や緊急地震速報、津波
警報、気象警報などの緊急
情報を、人工衛星及び地上
回線を通じて全国の都道府
県、市町村等に送信し、市町
村防災行政無線（同報系）
等を自動起動することによ
り、人手を介さず瞬時に住
民等に伝達するシステム。 
平成29年版「消防白書」総務省消

防庁ホームページより抜粋

Jアラート＝全国瞬時警報システム

アイ・ドラゴン4についてくわしくは
アステムウェブサイトをごらんください

アイ・ドラゴン

一般社団法人 岩手県聴覚障害者協会

災害時に緊急情報をより多くの方へ届ける̶̶̶
2022年11月16日、岩手県盛岡市の4ヶ所でとある実験が行われました。

“Jアラートの発信をきっかけに、テレビが起動し、規定値まで音量を上げ、NHKを選局する”
これらの動作をすべて自動で行うことで、防災ラジオが聞こえない聴覚障害者にも、
緊急情報を伝えることができる。

岩手大学で研究開発されているテレビコントローラーと、株式会社アステムで開発・販売している
『アイ・ドラゴン4』を利用したシステムの起動実験です。



この共同研究をもとに2022年11月16日、Jアラートと「アイ・ドラゴン4」（株式
会社アステム開発）、テレビコントローラー（国立大学法人 岩手大学開発）を連
動させた実証実験が行われまし
た。実証実験は、株式会社アステ
ム（大阪）と岩手大学、岩手県聴覚
障害者協会、岩手県立視聴覚障が
い者情報センターの4ヶ所で行わ
れ、その様子はZoomウェビナーで
全国へ配信されました。午前11時
に国（内閣官房）からJアラートの
試験送信が行われると、「アイ・ドラ
ゴン4」に接続された光警報機が
すぐに点滅し、テレビが自動的に立
ち上がり、NHKのチャンネルに切
り替わりました。またチャンネルが
切り替わる際、テレビの音量も自
動で大きくなりました。
今後、このシステムの実用化を目
指すことや精度の更なる向上に向
けて取り組んでまいります。

配備をしているんですけれども、FM電波
が全地域に入らないという課題もありま
して、その点を解決するために、別の切り
口を探す研究をすすめてきました。より
多くの人にそういった仕組みを提供でき
ないかということで、岩手県聴覚障害者
協会の方からいろいろとお話がありまし
て、そのときに紹介されたものが「アイ･
ドラゴン4」だったわけです。非常にこれ
は面白そうだな､いい装置だなと思って、
アステム社のほうに連絡をさせていただ
いた。その結果、アステムの持っているイ
ンターネットを通じた情報発信というと
ころが非常に強みになると感じて、テレ
ビを自動的に制御するような機械を連携
すると、今よりも非常に拡張したコント
ロールができるようになるんじゃないか
ということで、共同研究開発を結びすす
めてきました。

　　　いずれにせよ「アイ･ドラゴン4」とテレビ
コントローラーが一緒になることによっ
て、これまでなかった機能が生まれたこ
とが非常に面白いと思っています。

̶　　会場で見ている聴覚障害者の方からも拍

̶　　実験を振り返ってご感想は
千葉　Jアラートなどの通知をより多くの人に

できるだけ迅速に使いたいということ
で、「アイ･ドラゴン4」とテレビコント
ローラーを連携してJアラートの通知に
連動してテレビを自動的につけるという
実証実験でしたけれども、何度もこうい
う実験を重ねてきて、今回4ヶ所同時に想
定どおりの動きをしたということで、非
常に満足のいく実証実験だったというふ
うに考えています。

　　　元々は、防災システムということで、盛岡
市と共同で開発してきました。盛岡市と
すると、防災ラジオの信号をより多くの
人に伝えたい、という想いでそういった

手がおこっていました。ろう者の方へむ
けたこのシステムについての思いは？

千葉　2～3年くらい前に、ろう学校でこのシステム
の説明をおこなったのですが、ある生徒さん
がすごく興味をもって質問してくれるんで
すね。そのときに私の目を見て話してくれる
んですけど、それが全然わからない。その隣
にいる手話通訳の先生がずっと通訳してく
ださったんですけれども、こうした実験です
ら伝えられない。だったら本当になにかあっ
たときにどうやって伝えたらいいんだろう、
というのがすごく私のなかではじけたんで
すね。ふだんの生活でそうやって困っている
人が、なにかあったときにもできるだけ安心
した生活をおくることができる。そういった
社会になればいいなと考えています。

̶　　実用化に向けての課題は
千葉　このシステムはインターネットを使うもの

になります。インターネットは成熟してきて
いる技術ではありますが、途中で途切れたり
といったこともありえる。ですのでバック
アップ体制のような仕組みをつくって、確実
に動くシステムにしたい。

　　　盛岡市では防災ラジオがあったからこう
いった仕組みができるんですけども、自治体
によっては防災ラジオ自体がないところも
ある。そういったところでも展開できること
が次のステップだと思っています。

̶　　聴覚障害者の方や情報伝達に遅れが生じ
る可能性がある方たちにとって、どう
いったことが大切だと考えていますか

千葉　インターネットの掲示板とか、情報を入
手する手段がいろいろなものがあると思
うんですね。そうしたときに一番信頼で
きるのは、きちんと報道するような番組。
たとえば、ニュース番組であったり速報
であったりとか、そういった確実な情報
を得ることがまずは大事なことだと思っ
ています。

　　　その確実な情報を、次の一歩、次の行動に
一刻も早くつなげていければなと考えて
います。これまで我々が盛岡市と共同で
開発をすすめてきましたが、やはり我々
だけでは本当に困ってるところに理解が
すすまない。岩手県聴覚障害者協会と
いっしょにやっているんですけれども、
なかなかそれでも意見を聞く機会も少な
かったというのが現状でした。今回「アイ
･ドラゴン4」という、もうすでに多くの皆
さんが使っている機械を通して、より具
体的なイメージを持って意見交換を出来
るようになったというのはすごく大きい
と思っています。

　　　こうした実証実験を通して、どういった
動きをするのか、皆さんに具体的にイ
メージを持ってもらったと思うので、“こ
ういったをやってほしい”とかそういっ
たリクエストをどんどんもらって、より
皆さんが安心して過ごせるような機械を
作っていければなと考えています。

千葉　寿 ｜ 岩手大学理工学系技術部技術職員、
 自然科学研究機構 分子科学研究所技術課 兼任

開発者インタビュー　千葉 寿　岩手大学

2022年11月1日 、株式会社アステム・国立大学法人岩手大学・共同利
用機関法人 自然科学研究機構 分子科学研究所の３者で「『アイ・ドラゴ
ン4』の機能を広範囲に警報周知するシステムへと機能を拡張する可能
性に関する共同研究」を締結しました。

確実な情報が、次の一歩、次の行動につながる。
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̶　　普段不安に思っていることを教えてください
齋藤　スマホですと日常的に肌身離さず持つと

いうことはできないので、災害情報が
入ったとしても気づかないことが東日本
大震災のときにもありました。今回みた
いに、もしテレビがついてくれればすご
く分かりやすいので、安心できると思い
ます。そういう災害が起きたとき、音の情
報っていうのが多いんですね。音の情報
を理解することは、非常に私たちにとっ
ては大変なので、阻害されているという
か、同じ住民であるにもかかわらず気付
いていただけてないっていう苦しみがあ
りました。それを知っていただいてこう
いうシステムがさらに開発できればと思
います。今回のきっかけによって、少しで
もそういう不安がなくなればいいなと
思っております。

̶　　2022年はJアラートが北朝鮮のミサイ
ルっていうことが相次ぎましたけどそう
いったことで不安が増していたりしてい
ますか？

齋藤　そうですね。その点は私たちだけではな
くて、聞こえる人も含めて皆さん同じよ
うに不安になってるとは思うんですね。
ですが、そのときに情報がちゃんときち
んと伝わっていただけるか、という不安
感は私たちのみなのかもしれません。不
安の差。それが大きいかなと思っており
ます。

　　　いつでもどこでも必ず情報が得られるとい
う状況であれば、自分も安心して次の行動へ
と繋がっていくのかなと思います。それがい
まはまだできないということですね。こう
した実験から、気づいていただければ非
常にありがたいなと思います。

̶　　実証実験について、率直にどのように感
じましたか。

齋藤　すごいですね。今まで私たちがどうやっ
て情報を取得すればいいかというのは、
各自でそれぞれ工夫をして努力をして、
機材を探したりしてきたんですが、それ

でもなかなか素人の範囲であればできな
い部分が多かったですね。自分でなんと
か情報をもらえるように頑張る、できな
ければ諦める、ということを続けてきて
いますので、防災ラジオ、「アイ･ドラゴン
4」、また大学で研究していただいたシス
テムなど、私たちにはできない専門的な
知識を持って、皆さん技術を集めていた
だいて、結果的に誰でもどこでも情報を
取得できるということが、本当に素晴ら
しいと思います。技術というのは、そのた
めにあるのかなと改めて感じました。す
ごく感動的なもので、涙が出そうな感じ
で大変嬉しいです。

髙橋　少しずつシステム開発されていて発展し
ていってるというのは、すごくうれしい
ですし4ヶ所が同時に起動できるという
のはすごく感動いたしました。今後、やは
り命を守るということ、北朝鮮の弾道ミ
サイルの件もありましたけども、今後を
考えると、命を守るための情報がほしい
わけで、盛岡だけでなく全国に同じよう
な、聴覚障害者だけではなく一般の方々
も含めて、若い方から高齢者まで、こうい
うシステムを導入していただけるように
してもらえればなあと思います。

̶　　具体的にどんなメリットが大きいと感じ
ましたか？

齋藤　一言で言えば、自分が気づかなくても自
動的に起動する。これがやっぱり私たち
にとっては素晴らしいことです。私たち
はまず“気付かない”ことが問題になりま
す。聞こえる方であれば音で知ることが
できますが、私たちは気づかない、という
ことがあるわけです。たとえ聞こえなく
ても、何かが起きているということを教
えていただける、自動で起動していただ
けるというのはすごいと思います。

̶　　今回のシステムが実用化していくことへ
の期待を教えていただけますか。

齋藤　いっぱいすぎて……なかなか一言では言
えないんですけれども、防災の情報がす
ぐに得られるということは、今後具体的
にこういうところにあればいいな、とい
う要望がそれぞれ浮かんでくると思いま
す。「アイ･ドラゴン4」があるのは家の中
の範囲だと思うんですけど、今後ホテル
であったりとか、避難所であったりとか、
もしくは駅とか病院とか、さまざまな公
的な機関においても同じようなシステム
があれば、いつどこにいても聞こえる人
と同等に、同じタイミングで情報が得ら
れるようになるのかな、と思いますので、
そういうふうに変わっていただければな

と思います。
髙橋　私の場合には、生まれたときからずっと

聞こえないわけで、手話も禁止されて、苦
しい時代を生きてきたわけで、通訳の制
度もなく、いま 手話言語というものが社
会に少しずつ認知されて変わってきてい
るなかで、私たちが、手話というのは命と
同等だという社会が認識していただくよ
うな社会に変わっていただければなと思
いますし、いまの私たちだけでなく、これ
からの、未来のろうあ者にとっても、どこ
でも、いつでも、情報が得られるようにな
れば、一番いいと思いますね。そのために
も、いま生きている私たちががんばらな
きゃいけないなあと思っています。

齋藤　例えば、このシステムは、ろう者のために
必要な工夫をしていただいています。誰
かのためというよりも、これがあたりま
えというふうな社会に変わっていけた
ら。音声のものもあれば、手話のもの、文
字のものもある。自動的に立ち上がる。み
んなが情報を得られるようなものがあた
りまえ、というような社会に最終的に変
わっていけばいいなあと思います。わざ
わざ特別な配慮が必要だということでな
く、あたりまえ、というふうな社会になれ
ば、私たちはもっと楽に生きていけるの
かなあと思います。

齋藤 智子　岩手県聴覚障害者協会　事務局長 髙橋 幸子　岩手県聴覚障害者協会 副会長

手話通訳・読み取り：髙橋健一（岩手県聴覚障害者協会）

ろう者インタビュー

わざわざ特別な配慮が必要だということでなく、
あたりまえの社会に。2

実験は岩手県聴覚障害者協会で行われ、盛岡市防災課の方々、
NHK盛岡放送局、岩手日報社などが取材に訪れました。



̶　　「アイ・ドラゴン」とは？
西田　1995年の阪神淡路大震災の発生当時、生

放送のニュースには字幕が全くついてい
ませんでした。当然手話もありません。手
話から情報を得られる番組は、唯一NHK
教育テレビの手話ニュースのみでした
が、それも安否確認情報に変わってしま
い、本当に何も情報が入ってきませんで
した。阪神淡路大震災では、7人の聴覚障
害者の方が亡くなっています。そのよう
な痛苦な経験から“自分たちの放送局を
持ちたい”という声が高まり、全日本ろう
あ連盟と全日本難聴者・中途失聴者団体
連合会、株式会社アステムが力を合わせ
て、NPO法人 CS障害者放送統一機構（現：
認定NPO法人 障害者放送通信機構）を設
立、そこで作る番組を「目で聴くテレビ」
と命名しました。番組を受信するために
は受信機が要ります。そこで「アイ・ドラ
ゴン」というSTBを開発しました。

　　　「アイ・ドラゴン」には2つの大きな柱があ
ります。一つは、「テレビ放送の情報保障
を行う」こと。もう一つが「聴覚障害者の
方に対しての情報発信を行う」ことです。
番組と情報保障を１画面で見たい、とい
うろう者の方の声に応えるため「アイ・ド
ラゴン」には、手話通訳と地上波の番組を
合成する機能があります。これは放送局
では簡単にできるのですが、受信機側で
異なる映像を合成できるのは、世界でも
例がないと思います。

　　　2003年「アイ・ドラゴン」が厚生労働省か
ら、身体障害者日常生活用具として認定
された結果、ろう者の方は、1割の負担で
どこの市町村に住んでいても、「アイ・ド
ラゴン」を使えるようになりました。

　　　現在は、インターネットを利用したシス
テムに代わり、H.702という国際標準規格
に対応した、手話の大きさや位置を変え
たりする機能や、過去の番組をいつでも
見られるアーカイブ機能が追加されたも
のが、現在の「アイ・ドラゴン4」です。

̶　　個人利用の他、どういったところに設置
されているのでしょうか

西田　京都府向日市に、災害時は避難所になる
向日市保健センターというところがあり
ます。地域の聴覚障害者の人たちから、是
非ここに設置してほしいという要望があ
り、また行政の人も何とかその声に応え
たいということで、向日市に手話言語条
例が制定された際、「アイ・ドラゴン」を設
置いただきました。住民のニーズと行政
の施策がマッチングした例です。他にも
いろいろ設置いただいていますが、神戸
市北区の『しあわせの村』という、きこえ
ない方が多くいらっしゃる施設では、「ア
イ・ドラゴン」をずっとつけっぱなしで視
聴して喜んでいただいている、興味を
もって「アイ・ドラゴン」を操作する方も
いらっしゃるそうです。災害時だけでな
く普段から楽しんでいただいているのは
嬉しいですし、当事者の方から“公共施設
に「アイ・ドラゴン」があると聴覚障害者
の安心につながる”と言っていただける
と励みになりますね。

̶　　今回のシステムに期待することは
西田　千葉先生がテレビコントローラーを開発

したきっかけは、東日本大震災を体験し
て、何か人の役にたつものを作りたい、と
開発された経緯があると聞いています。

私たちの出発点も、阪神淡路大震災を
きっかけに、聴覚障害者の方に何かでき
ないかという思いからです。そうしたふ
たつの思いが、非常にマッチしたと考え
ています。「アイ・ドラゴン」は情報保障、
情報発信という点で、SDGsに対応した社
会貢献ができているSTBだと思います
が、さらにテレビコントローラーと連携
することによって、聞こえない人はもち
ろんですが、聞こえる人に対しても非常
に役に立つものだと考えています。もっ
と言えば、きこえない人にとって大切な
ものは、きこえる人にも大切なものでは
ないでしょうか。

　　　高齢の方は、テレビから情報を取得する
人が非常に多いので、テレビが自動的に
ついて、NHKに切り替わり、安心できる映
像番組情報が得られることは、非常に大
切なことです。今回のシステムが完成す
ることで、緊急災害時により多くの人に
安心していただける仕組みになっていく
と思います。

　　　スマートフォンは確かに便利ですが、ス
マホがあればそれでいい、ではなく、スマ
ホもあるしテレビも自動的につく、手話
もあれば字幕もあるといった、複合的な
手段で情報を得ることができる。そう
いった環境整備がこれから非常に大切に
なるのではないでしょうか。

1 ：NHK「おばんですいわて」 2022/11/16 放送
 画像出典：NHK盛岡放送局 https://www.nhk.or.jp/morioka/
2：月刊ニューメディア 2023 年 3 月号
 画像出典：株式会社ニューメディア https://www.newww-media.co.jp/
3：岩手日報 2023/1/10 発行
 画像出典：株式会社 岩手日報社 https://www.iwate-np.co.jp/

開発者インタビュー　西田 浩文　株式会社アステム

西田 浩文　株式会社アステム ソリューション事業部 部長

実証実験の様子はZoomウェビナーで配信され、報道
関係、自治体の防災関係の方を中心に、約50人が視
聴されました。また当日の模様は、NHK「おばんですい
わて」で放送された他、岩手日報社でも一面で掲載さ
れるなど、メディアでも大きく取り上げられています。
取材のお申し込み、実証実験、各種機器の詳細につい
ては、下記までお問合せください。

株式会社アステム
ソリューション事業部 担当：西田
平日 10:00～18:00
TEL 06(6242)6681 FAX 06(6242)6631
https://www.astem-co.co.jp/contact/

聞こえない人にやさしいシステムは、みんなにやさしい。
複合的な手段で情報を得られる環境整備が大事だと思います。

実証実験は、NHK・新聞等
多くのメディアで取り上げられました。
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